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【絵本係】絵本の紹介 ５月号
ばら組 ○○さんのおすすめです
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【絵本係】絵本の紹介 ５月号
ばら組 ○○さんのおすすめです

むしばミュータンスのぼうけん
●作者・絵：かこさとし ●出版社：童心社

「わがはいの なは むしばミュータンス」

この絵本の主人公はまさかのむしば菌！

「大人には内緒だよ」と言いながら、虫歯

になっていく様子を順を追ってとても詳

しく教えてくれます。

そして虫歯になるために歯磨きをしない

よう子どもに誘ってきます。

しかしそれと同時に、歯磨きをしないと虫

歯になり、どんなに大変な事になるかも

とても分かりやすく描かれています。

歯磨きを嫌がる子供に「歯磨きする」と言

わせるお薦めの絵本です。

【絵本係】絵本の紹介 ６月号
ほし組 ○○さんのおすすめです

「 パ ン ど ろ ぼ う 」
さく：柴田ケイコ 出版社：角川書店

”おいしいパン”を求めるパンどろぼ

う。今日は 、森のパン屋さんのパンを

どろぼうしました。

しかし 、 このパンは 「まずい 」 、森のパ

ン屋さんに諭され改心したパンどろ

ぼうは、 2人で一緒にパンを作り、どろ

ぼうよりも 、一所懸命パンを作った方

が良いことに気がつきました。

わが家の弟君 (2歳 )は、お兄ちゃんの

物を取ってしまう時があります。こんな

時、森のパン屋さんのように、どろぼう

してはいけないことを伝え、仲良く遊ん

でくれる時があります。
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【絵本係】絵本の紹介 ６月号
にじ組 ○○さんのおすすめです

「 なにがほしいの、おうじさま？ 」
作：クロード・K・デュボワ 訳：河野万里子 出版社：ほるぷ出版

ある国に王子さまが産まれました。みん

なから親切にされて、欲しいものや、食

べたいものはなんでも出てきます！でも

ね、あれ？王子さま？どうして元気がな

いの？みんなが元気付けようと、美味し

いものや、おもちゃもあげて、しまいに

はお医者さまをよんでみたけれど…。

どうやっても王子さまを元気にできませ

ん。

さて、王子さまは何が欲しいかわかるか

な？誰が王子さまを元気にしてあげるこ

とができるか、わかった人は教えてね！

【絵本係】絵本の紹介 ７月号
ばら組 ○○さんのおすすめです

「いやです、だめです、行きません」
作者：清永奈穂 絵：石塚ワカメ 出版社：岩崎書店

「危ない人」「危ない場所」ってどんなこ

と？もし、あぶないめにあったらどうした

らいい？

この本は犯罪から子どもを守るには、子

どもが自分で「自分の身を守る力」を身

に付けることを学ぶ安全教育の絵本で

す。

小学校に入学すると子どもの行動範囲

も広くなるので入学前に読んでみてく

ださい。

逃げたり叫んだりする練習方法も書か

れているので親子で学べると思います。
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【絵本係】絵本の紹介 ７月号
ほし組 ○○さんのおすすめです

「 ど う ぞ の い す 」
文：香山美子 絵：柿本幸造

最初にやってきたロバさんが、どん

ぐりのカゴを置いたことで 、 「どうぞ

（座って下さい）のいす 」が、 「どうぞ

（食べて下さい）のいす 」になってし

まいました。食べてしまった動物が、

次の人のことを思って自分の持って

いた物を置いていくという行為に 、

人を思いやる優しい気持ちが感じら

れます。我が子も人を思いやる優し

い子達に育ってほしいと願い、何回

か読みました。いろんな動物さんが

出てきて、絵もとても可愛く、読んで

いて優しい気持ちになれます。

みなさんも是非読んでみて下さい♪

【絵本係】絵本の紹介 ７月号
たんぽぽ組 ○○さんのおすすめです

「カラーモンスター きもちはなにいろ？」
作：アナ・レナス 訳：おおともたけし 出版社：永岡書店

「自分の気持ち」をカラーモンス

ターの表情、色、風景で表現して

いるポップアップ絵本。

モンスターが悲しみ、怒り、不安、

平穏 、喜び等を的確に表現しま

す。このような基本的感情を整理

させることで 、お友達に対しても

「共感」出来るとのこと。

絵本を開くと次々にモンスターが

飛び出す仕掛けにうちの子ども

はおおはしゃぎでした。笑い、楽し

みながら、感情と言葉を一致させられる秀逸な作品だと思います。
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【絵本係】絵本の紹介 ８月号
ちゅうりっぷ組 ○○さんのおすすめです

「 じ ゅ う に し の は な し 」
作・絵：スギヤマ カナヨ 出版社：ひかりのくに株式会社

十二支の動物さんの順番を決めるた

めに競争をするおはなしです。

自分や家族の干支がなにかを楽しく

覚えてくれました。助け合ったり、けん

かをしたり、なだめたり、それぞれの動

物の行動もたのしく描かれています。

動物の足跡クイズや 、豆知識もつい

ており、親子で楽しく読むことができ

ます。ぜひ読んでみてください。

【絵本係】絵本の紹介 ８月号
ちゅうりっぷ組 ○○さんのおすすめです

「 い い か ら い い か ら 」
作：長谷川義史 出版社：絵本館

突然やってきたかみなりの親子。

普通だったらびっくりする展開ですが、お

じいちゃんは 「いいからいいから 」といっ

て親子をおもてなしします。

最後はとられたおへそも返ってきますが

とんでもないところに…!?

読んでいると、怒るってなんだっけ？とい

うとても穏やかな気持ちになります。

私は心に余裕がなくなると読みたくなる

一冊です。

ぜひお子様と読んでみてください。
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【絵本係】絵本の紹介 ９月号
すみれ組 ○○さんのおすすめです

「 わ た し は だ あ れ ？ 」
作：まつもとさとみ 絵：わたなべさとこ 出版社：角川書店

「だあれ？だあれ？わたしはだあ

れ？ 」という問いかけと、 「あった

り～！！ 」のかけ声を子どもと一緒

に読むと、とっても楽しい一冊で

す。出てくるどうぶつもどんどん

大きくなっていき、最後のぞうよ

りも大きなどうぶつはだあれ？！

ぜひ親子で予想してみてくださ

い。

【絵本係】絵本の紹介 ９月号
ほし組 ○○さんのおすすめです

「 ぼ く の ふ と ん 」
作・絵：鈴木のりたけ

出版社：PHP研究所

毎日同じぶとんじゃつまらない！それな

ら !こんなふとんはどうだろう?ドーナツ

ぶとんやいすぶとん、歩くふとんなど、

こんなのあったらいいなぁと思うような

おもしろいふとんが登場します。ふとん

の中わたどろぼうを探すお話ですが、

細かいイラストの一つ一つがおもしろく

て、じっくり眺めると読むたび発見があ

る楽しい本です。ふとんの話ですが、寝

る前に子どもと読むと興奮して眠れな

くなるかもしれません(笑)
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【絵本係】絵本の紹介 １１月号
たんぽぽ組 ○○さんのおすすめです

「 て ぶ く ろ 」
作・絵：いもと ようこ 出版社：講談社

さむいゆきのひ。みみたんがいい

ました。 「てがつめたいよー。てぶ

くろを かして ！ 」おねえちゃんは

かたほうのてぶくろをみみたん

にわたしました。 「わあーあったか

〜い ！ 」 でもかたほうのてが つ

めたいのです 。そこでおねえちゃ

んは も う片方の手もある方法

で温めてくれました 。するとおば

あちゃんが迎えに来て…人の温

もりが心までぽっかぽかにしてく

れる、寒い日におすすめの一冊で

す。

【絵本係】絵本の紹介 １月号
にじ組 ○○さんのおすすめです

「 ぶーちゃんとおにいちゃん 」
作：島田ゆか 出版社：白泉社

ぶーちゃんはお兄ちゃんが大

好きで、いつもまねばかりして

います。でもお兄ちゃんはもうう

んざり…。そんなある日、ある事

件をきっかけにお兄ちゃんの態

度は一変します。

思わずクスッ と笑ってしまう 、

兄弟あるあるのお話しです。

よくみると、背景にもストーリー

性があり、バムケロやガラゴも

隠れていたり…。

読むたびに新しい発見がある一冊です。
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【絵本係】絵本の紹介 ２月号
ほし組 ○○さんのおすすめです

「 ちいさい おかあさん 」
作：矢崎節夫 絵：高畠純 出版社：小峰書店

ペンギンのクーちゃんは、ひとりでお留

守番。「そうだ、わたしおかあさんになろう

っと 。 」 クーちゃんはエプロンをつけ、お

そうじ、おせんたくを始めたけれど…。

お母さんになりたい子供のピュアな心が

痛いほど伝わってきます。

そしてお母さんが素敵。これぞ理想の母。

我が子はクーちゃんの奮闘ぶりが大好

きで、よくリクエストをする１冊です。

【絵本係】絵本の紹介 ２月号
ほし組 ○○さんのおすすめです

「 おはなみ くまちゃん 」
文：シャーリー・パレントー 絵：デイヴィッド・ウォーカー

出版社：岩崎書店

かわいいくまちゃんたちがお花見

にいくお話。それぞれがみんなが

楽しくなるものを持ってお出かけ

する様子が可愛くてとても好きな

絵本です。

満開の桜のしたでたいこを叩いた

り、たこあげしたり、お弁当食べた

りと…全部が可愛くて子供お気に

入り！絵の雰囲気も色合いも綺麗

でオススメの1冊です。

他にもくまちゃんシリーズがある

のでどれも可愛くて癒されます！
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【絵本係】絵本の紹介 ２月号
たんぽぽ組 ○○さんのおすすめです

「 が ま ん の ケ ー キ 」
作・絵： かがくい ひろし

出版社： 教育画劇

目の前にはおいしそうなケーキ！

「みんながそろってから食べようね」

分かってはいるけれど 、難しいもの

ですよね。

ケーキに合う紅茶を買いに出かけた

ケロコさんを待ちながら、がまんする

事の大切さをわかりやすく楽しく教え

てくれます。

【絵本係】絵本の紹介 ２月号
ちゅうりっぷ組 ○○さんのおすすめです

「 はじめてのおつかい 」
作:筒井頼子 絵:林明子 出版社:福音館書店

「はじめてのおつかい」は、私が子どもの頃に大好きだった絵本でし

た。今は娘が大好きになって、よく読んでいます。

娘は 、主人公のみいちゃん

が 、はじめてのおつかいに

挑むよ うに 、いつか自分も

おつかいできるかなと、ドキ

ドキしながら聞いています。

大人にな ってから読むと 、

みいちゃんがおつかいをや

り遂げようと頑張る姿に心

を打たれ 、 ま た違 った目線

が生まれました 。再びこの

絵本が大好きになりました。
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【絵本係】絵本の紹介 ２月号
ちゅうりっぷ組 ○○さんのおすすめです

「 わたし ようちえんに いくの 」
作：ローレンス・アンホールト

絵：キャスリーン・アンホールト

訳：角野栄子

出版社：文化出版局

主人公のアンナが幼稚園に行き始

めるお話です。

子ども目線からも、親目線からも楽

しめる、入園の時の事を思い出させ

てくれるそんな一冊です。

読んでいて、こんな遊び幼稚園でも

するよ ！とか、楽しくお話しながら読

んでいます。

最後は、心がほっと温まる

そんな絵本です。

【絵本係】絵本の紹介 ２月号
ほし組 ○○さんのおすすめです

「そらの

１００かいだてのいえ」
作：いわいとしお 出版社：偕成社

100かいだてシリーズのそらです。

絵がカラフルでかわいいです。

１ ０階ごとに変わる世界にワクワ

ク し ま す 。 空 って ど うな っ ている

の ？何があるの？と 、子どもも興

味津々です。

雲や雨と次から次にいろいろな世

界が待っています 。 100かいには

何があるのか…？

ぜひ読んでみてください。
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【絵本係】絵本の紹介 ２月号
にじ組 ○○さんのおすすめです

笑本おかし話(3)「 てぶ～くろ 」
作：ガタロー☆マン

このお話はウクライナの民話「てぶ

くろ 」がテーマ。おじいさんが森の

中で落とした 「てぶくろ 」のなかに、

動 物 た ち が 次 々 と も ぐ り こ み

…？？？と話が続き、パワフルかつ

ハイテンション、独特な画力で、大

人も子どもも、みんなつい笑顔にな

ってしまう「笑本」、、、でしたー!!!

子どもがハマる内容になって、親も

クスクスっと笑ってしまいます。

シリーズとして他にも 「ももたろう 」

「 おおきなかぶ〜 」とあるのでオス

スメです(^^♪

【絵本係】絵本の紹介 ３月号
にじ組 ○○さんのおすすめです

「 おやすみ、わにのキラキラくん 」
作 ：カズコ・ストーン

訳 ：いぬいゆみこ

出版社：福音館書店

わにのアリゲーは、ハンモックに入って

夜の空を見上げました。たくさんの星を

つなげていくと 、わにになりました 。名

前をキラキラくんとつけてあげると、キ

ラキラくんは動きだし 、地上におりてき

ました。アリゲーとキラキラくんは夜の

ジャングルでお散歩をすることにしまし

た。子どもたちは星をつなげて何を作る

のかな？少し暖かい夜に子どもたちと

星空を見てみようかな。とてもロマンチ

ックで優しいお話です。
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【絵本係】絵本の紹介 ３月号
ちゅうりっぷ組 ○○さんのおすすめです

「 やさいのがっこう キャベツくんおはなになる？ 」
作：なかや みわ 出版社：白泉社

親子で一緒に楽しめて食育にも役

立つ本です。読書好きのキャベツ

くんは、頭に花が咲いたキャベツ

を図鑑で見てびっくり ！ 「ぼくは野

菜じゃないの？」という疑問をもち、

野菜の学校にいてはいけないのか

なと不安になります。

落ち込むキャベツくんを心配する

他の野菜の生徒たちと、野菜につ

いて優しく教えるなすび先生。野菜たちが仲良く助け合い、学び合う

姿がかわいくて、野菜が苦手なお子さんでも野菜に親しみをもつキッ

カケになります。娘が野菜を残してしまったときはよく野菜の学校の話

をします。

【絵本係】絵本の紹介 ３月号
すみれ組 ○○さんのおすすめです

「 て ぶ く ろ を 買 い に 」
作：新美南吉 絵：黒井健 出版社：偕成社

キツネの親子が住む山に、寒い冬がやってき

ました。お母さんギツネは、冷たくなった子ギ

ツネにてぶくろを買ってあげたいと考えます。

しかし、以前町で怖い出来事を経験している

ため、足が進みません。そこで、仕方なしに子

ギツネの片手を人間の手に変えて、こう伝えま

した。人間は相手がキツネだとわかると手袋

を売ってくれない。だからキツネだと気づか

れないように、お店に着いたらドアから人間の

方の手だけを出して、この手に合う手袋をちょ

うだいと言うんだよと。しかし、子ギツネは間違って反対のキツネの手

を出してしまうのですが…。お母さんキツネの子供を思う気持ちが心

に響きます。それと同時に子どものたくましさも感じられる作品です。


